
経済学科　到達目標（自学科ホスト科目のみ）

※修得できる能力との関連性　◎：強く関連　◯：関連　△：やや関連
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DP１　知識 DP２　技能 DP３　思考・判断・表現力 DP４　コミュニケーション力 DP５　自律的行動力

数学 ○ ◎ ○
経済学で用いられる基礎的な数学の知識を身
につけている。

経済学で用いられる基礎的な数学を活用でき
る。

数学を用い、経済問題の解決の探求に向かう
ことができる。

ミクロ経済学入門 ○ ◎ ○ ミクロ経済学の入門的知識を身につけている。 ミクロ経済分析に必要な概念を活用できる。
基礎的な資源配分の問題を考察することがで
きる。

ミクロ経済学Ⅰ ○ ◎ ○
ミクロ経済学に関する基礎的な知識を体系的
かつ総合的に身につけている。

ミクロ経済分析を行うのに必要なスキルを身に
つけている。

ミクロ経済の諸問題について、思考して解決策
を探求し、自分の考えや判断を論理的に表現
することができる。

ミクロ経済学Ⅱ ○ ◎ ○
ミクロ経済学に関する基礎的な知識を体系的
かつ総合的に身につけている。

ミクロ経済分析を行うのに必要なスキルを身に
つけている。

ミクロ経済の諸問題について、思考して解決策
を探求し、自分の考えや判断を論理的に表現
することができる。

マクロ経済学入門 ○ ◎ ○ マクロ経済学の入門的知識を身につけている。 マクロ経済分析に必要な概念を活用できる。 日本経済の問題点を考察することができる。

マクロ経済学Ⅰ ○ ◎ ○
マクロ経済学に関する基礎的な知識を身につ
けている。

マクロ経済分析に必要な情報を収集、分析する
ことができる。

マクロ経済について、論理的に思考して解決策
を探求し、専門的見地から自分の意見を明確
に表現することができる。

マクロ経済学Ⅱ ○ ◎ ○
マクロ経済学に関する基礎的な知識を身につ
けている。

マクロ経済分析に必要な情報を収集、分析する
ことができる。

マクロ経済について、論理的に思考して解決策
を探求し、専門的見地から自分の意見を明確
に表現することができる。

統計学入門 ○ ◎ ○
統計学に関する基礎的な知識を（体系的かつ
総合的に）身につけている

統計解析を行うスキルを身につけている
統計学の観点から論理的な分析を行い、具体
的な分析手法を立案し、その効果を評価できる
力を身につけている。

計量経済学入門 ○ ◎ ○
計量経済学的分析に関する基礎的な知識を身
につけている。

計量経済学的分析に必要な検討することがで
きる。

計量経済学的分析について、論理的に思考し
て解決策を探求し、自分の考えや判断を明確
に表現することができる。

入門演習 ◎ ○ ○
助言を得ながら問題を発見し、論理的に考察
し、自身の考えを表現することができる。

他者と協力して課題に取り組む姿勢を身につ
けている。

様々な社会問題に関心を持ち、その解決に取
り組む意欲を有している。

基礎演習 ◎ ○ ○
与えられた課題について論理的に考察し、自身
の考えを適切な文章にまとめ、表現することが
できる。

他者との議論をつうじて問題の考察に取り組む
姿勢を身につけている。

様々な社会問題に関心を持ち、その解決に取
り組む意欲を有している。

専門演習Ⅰ ◎ ○ ○
経済に関する問題について、専門的知識を用
いて論理的に考察し、自身の考えを適切な表
現手段を用いて表現することができる。

他者との議論や協力をつうじて、経済の諸問題
の理解に向けて取り組む姿勢を身につけてい
る。

経済の諸問題に関心を持ち続け、その解決に
取り組む意欲を有している。

専門演習Ⅱ ◎ ○ ○
経済に関する問題について専門的知識を用い
て論理的に考察し、自身の考えを適切な表現
手段を用いて表現することができる。

他者との議論や協力をつうじて、経済の諸問題
の理解に向けて取り組む姿勢を身につけてい
る。

経済の諸問題に関心を持ち続け、その解決に
取り組む意欲を有している。

卒業研究Ａ ◎ ○ ○
経済に関する課題を自ら設定し、専門的知識を
用いて深く考察し、自身の考えを適切な表現手
段を用いて表現することができる。

他者との議論や協力をつうじて、経済の諸問題
の解決に向けて取り組む姿勢を身につけてい
る。

経済の諸問題に関心を持ち続け、その解決に
取り組む意欲を有している。

卒業研究Ｂ ◎ ○ ○
経済に関する課題を自ら設定し、専門的知識を
用いて深く考察し、自身の考えを適切な表現手
段を用いて表現することができる。

他者との議論や協力をつうじて、経済の諸問題
の解決に向けて取り組む姿勢を身につけてい
る。

経済の諸問題に関心を持ち続け、その解決に
取り組む意欲を有している。

金融論 ◎ ○ ○ 金融に関する基礎的な知識を身につけている。
金融に関するデータやモデル分析の結果が意
味していることを読み取ることができる。

金融にに関する基礎的な知識を用いて問題点
を論理的に考えることができる。

金融論特講 ◎ ○ ○ 金融に関する専門的な知識を身につけている。
経済データやモデル分析から、金融に関する問
題点や解決策を考察できる。

専門的な知識を用いた論理的な考察により、金
融・経済の動向を分析することができる。

国際経済論 ◎ ○ ○
国際経済の諸問題に関する専門的な知識を体
系的かつ総合的に身につけている

国際経済の諸問題に必要な情報を収集、経済
学の視点から分析することができる

国際経済の諸問題について、論理的に思考し
て解決策を探求し、専門的見地から自分の考
えや判断を論理的に説明することができる

国際経済論特講 ◎ ○ ○
国際経済の諸問題に関する専門的な知識を体
系的かつ総合的に身につけている

国際経済の諸問題に必要な情報を収集、経済
学の視点から分析することができる

国際経済の諸問題について、論理的に思考し
て解決策を探求し、専門的見地から自分の考
えや判断を論理的に説明することができる

公共経済学 ◎ ○ ○
公共経済学を（体系的かつ総合的に）理解して
いる。

公共経済学で取り扱う課題に対し必要な高度
な分析手法を適切に運用できる能力を身につ
けている。

経済学の観点からの論理的な分析をもとに、公
共政策を立案し、その効果を評価できる力を身
につけている。

労働経済学 ◎ ○ ○
労働経済に関する基礎的な知識を身につけて
いる。

経済学的分析手法を労働市場に活用するスキ
ルを身につけている。

労働市場の経済学的問題とその原因を論理的
に推測し、その対策を検討することができる。

労働経済学特講 ◎ ○ ○
労働経済に関する応用的な知識を身につけて
いる。

経済学的分析手法を企業組織に活用するスキ
ルを身につけている。

企業組織の経済学的問題とその原因を論理的
に推測し、そのた対策を検討することができる。

ファイナンス論 ◎ ○ ○
ファイナンスに関する専門的な知識を身につけ
ている。

ファイナンスに関する分析手法を適切に運用で
きる能力を身につけている。

ファイナンスに関する諸問題について、論理的
に思考して対策を検討することができる。

環境経済学【環】 ◎ ○ ○
環境経済学を（体系的かつ総合的に）理解して
いる。

経済学の観点からの論理的な分析をもとに、環
境・エネルギー政策を立案し、その効果を評価
できる力を身につけている。

環境・エネルギー問題への関心とキャリア意識
を持ち続け、持続可能な社会に向けて貢献でき
る姿勢を身につけている。

学位授与方針

科目区分 授業科目
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経済学科　到達目標（自学科ホスト科目のみ）

※修得できる能力との関連性　◎：強く関連　◯：関連　△：やや関連
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DP１　知識 DP２　技能 DP３　思考・判断・表現力 DP４　コミュニケーション力 DP５　自律的行動力

学位授与方針

科目区分 授業科目

到達目標

財政学 ◎ ○ ○
財政に関して専門的な知識を体系的かつ総合
的に身につけている。

財政問題の基礎的な分析を行う理論的手法を
身につけている。

財政問題について、論理的に思考して解決策
を探求し、自分の考えや意見を適切な方法で
表現することができる。

財政学特講 ◎ ○ ○
現代の主要な財政問題に関して専門的な知識
を体系的に身につけている。

現代の主要な財政問題の分析を行う理論的手
法を身につけている。

財政問題について、論理的に思考して解決策
を探求し、自分の考えや意見を適切な方法で
表現することができる。

産業組織論 ◎ ○ ○
産業組織論に関して、基礎的な知識を身につ
けている。

産業組織論に関する基礎理論を運用すること
ができる。

産業組織論の基礎理論やその解釈を人に伝え
ることができる。

産業組織論特講 ◎ ○ ○
産業組織論に関して、専門的な知識を身につ
けている。

産業組織論に関する理論を応用し、分析するこ
とができる。

産業組織論を応用し、分析したものを評価・解
釈し、人に伝えることができる。

国際金融論 ◎ ○ ○
国際金融に関する幅広く基礎的な知識を総合
的に身につけている。

国際金融の諸問題を理解するために必要な情
報を収集、分析することができる。

国際金融の諸問題について、論理的に思考し
て解決策を探求し、専門的見地から自分の考
えや判断を明確に表現することができる。

国際金融論特講 ◎ ○ ○
国際金融に関する専門的かつ応用的な知識を
体系的かつ総合的に身につけている。

国際金融の諸問題について、自分の見解を導
きだすために必要な情報を収集、分析すること
ができる。

国際金融の諸問題について、総合的かつ論理
的に思考して解決策を探求し、専門的見地から
自分の意見を適切な方法で発信することができ
る。

統計学特講 ○ ◎ ○
統計分析に使われるpythonに関する基礎的な
知識を（体系的かつ総合的に）身につけている

pandasを用いて統計解析を行うスキルを身につ
けている

統計ソフトの観点から論理的な分析を行い、具
体的な分析手法を立案し、その効果を評価でき
る力を身につけている。

計量経済学特講 ○ ◎ ○
計量経済学的分析に関する専門的な知識を身
につけている。

計量経済学的分析に必要な情報を収集するこ
とができる。

計量経済学的分析について、総合的に思考し
て解決策を探求し、自分の考えや判断を論理
的に表現することができる。

経済学史 ◎ ○ ○
経済学の歴史について総合的な知識を身につ
けている。

経済学の論考をその歴史的背景から理解する
ことができる。

経済問題を歴史的論考の中に位置づけ、自分
の考えや判断を体系的に表現することができ
る。

外書講読 ○ ◎ ○
外国語で書かれた文献から専門的な内容を読
み取ることができる。

外国語文献の購読を通じて、異なる社会背景を
理解しつつ、社会活動を促進する力を身につけ
ている。

外国語文献の購読を通じて、異なる社会背景
への関心とキャリア意識を持ち続け、学修に取
り組む意欲を有している。

経済地理学 ◎ ○ ○
立地論に関する基礎的な知識を体系的に身に
つけている。

企業の立地法則について、論理的に思考して
立地行動を探求、判断し論理的に表現すること
ができる。

企業立地への関心と就労先としてのキャリア意
識を持ち続け、学修に取り組む意欲を有してい
る。

経済地理学特講 ◎ ○ ○
都市論および地域論に関する基礎的な知識を
体系的に身につけている。

都市の立地法則や地域構造の成り立ちについ
て、論理的に思考して法則性を探求、判断し論
理的に表現することができる。

都市の立地や地域の成り立ちへの関心と就労
先としてのキャリア意識を持ち続け、学修に取
り組む意欲を有している。

地域経済 ◎ ○ ○
地域経済に関する基礎的な知識を体系的に身
につけている。

地域経済が抱える諸問題について論理的に思
考し、専門的見地から自分の考えや判断を明
確に表現することができる。

地域経済が抱える諸問題への関心とキャリア
意識を持ち続け、自ら学修に取り組む意欲を有
している。

地域経済特講 ◎ ○ ○
地域経済に関する専門的かつ応用的な知識を
体系的に身につけている。

地域経済が抱える諸問題について総合的に思
考して、解決策を探求し、専門的見地から自分
の考えや判断を明確に表現することができる。

地域経済が抱える諸問題への関心とキャリア
意識を持ち続け、望ましい社会の構築に向けて
貢献できる姿勢を身につけている。

地域政策 ◎ ○ ○
地域政策に関する専門的な知識を総合的に身
につけている。

地域政策について総合的に思考し、専門的見
地から自分の考えや判断を明確に表現するこ
とができる。

地域政策への関心とキャリア意識を持ち続け、
望ましい地域社会の構築に向けて貢献できる
姿勢を身につけている。

北九州経済分析 ◎ ○ ○
北九州経済に関する幅広い知識を体系的に身
につけている。

北九州経済について体系的に思考し、専門的
見地から自分の考えや判断を明確に表現する
ことができる。

北九州経済への関心とキャリア意識を持ち続
け、自ら学修に取り組む意欲を有している。

北九州経済分析特講 ◎ ○ ○
北九州経済に関する専門的かつ応用的な知識
を体系的に身につけている。

北九州経済について総合的に思考し、専門的
見地から自分の考えや判断を明確に表現する
ことができる。

北九州経済への関心とキャリア意識を持ち続
け、望ましい地域社会の構築に向けて貢献でき
る姿勢を身につけている。

地方財政論 ◎ ○ ○
地域財政に関する専門的な知識を体系的に身
につけている。

地方財政について論理的に思考し、専門的見
地から自分の考えや判断を明確に表現するこ
とができる。

地方財政への関心とキャリア意識を持ち続け、
自ら学修に取り組む意欲を有している。

中国経済 ◎ ○ ○
中国経済に関する専門的な知識を総合的に身
につけている。

中国経済について総合的に思考し、専門的見
地から自分の考えや判断を明確に表現するこ
とができる。

中国経済への関心とキャリア意識を持ち続け、
自ら学修に取り組む意欲を有している。

アメリカ経済 ◎ ○ ○
アメリカ経済に関する専門的な知識を総合的に
身につけている。

アメリカ経済について総合的に思考し、専門的
見地から自分の考えや判断を明確に表現する
ことができる。

アメリカ経済への関心とキャリア意識を持ち続
け、自ら学修に取り組む意欲を有している。

日本経済史 ◎ ○ ○
日本経済史に関する幅広い知識を総合的に身
につけている。

経済史の理解に必要な情報を分析することが
できる。

日本経済を歴史的に思考することで、現代の状
況を相対化して理解・判断することができる。

日本経済史特講 ◎ ○ ○
日本および地域経済史に関する幅広い知識を
総合的に身につけている。

経済史の理解に必要な情報を分析することが
できる。

日本および地域経済を歴史的に思考すること
で、現代の状況を相対化して理解・把握するこ
とができる。
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経済学科　到達目標（自学科ホスト科目のみ）

※修得できる能力との関連性　◎：強く関連　◯：関連　△：やや関連
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DP１　知識 DP２　技能 DP３　思考・判断・表現力 DP４　コミュニケーション力 DP５　自律的行動力

学位授与方針

科目区分 授業科目

到達目標

ビジネス英語Ａ ○ ◎ ○
英語を用いた基本的なビジネスコミュニケー
ションができる。

英語を用いてビジネスを想定した基本的な意思
疎通を図ることができ、社会活動を促進する力
を身につけている。

ビジネス英語への関心とキャリア意識を持ち続
け、自ら学修に取り組む意欲を有している。

ビジネス英語Ｂ ○ ◎ ○
英語を用いた流麗なビジネスコミュニケーション
ができる。

英語を用いてビジネスを想定した深い意思疎通
を図ることができ、社会活動を促進する力を身
につけている。

ビジネス英語への関心とキャリア意識を持ち続
け、グローバル社会の構築に向けて貢献できる
姿勢を身につけている。

経済学特殊講義Ａ ◎ ○ ○
応用経済学分野に関する専門的な知識を総合
的に身につけている。

経済問題を理解し解決するための分析手法を
身につけている。

応用経済分野について総合的に思考し、専門
的見地から自分の考えや判断を明確に表現す
ることができる。

経済学特殊講義Ｂ ◎ ○ ○
経済学もしくはその隣接分野に関する専門的な
知識を総合的に身につけている。

経済学もしくはその隣接分野を理解し解決する
ための分析手法を身につけている。

経済学もしくはその隣接分野について総合的に
思考し、専門的見地から自分の考えや判断を
明確に表現することができる。
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